　「Antecedents of Dwemer Law」訳本

　「Dwemerの法律の前歴」

　著者：不明

　（本書は、Dwemerの法律と慣習の発展に関して、その根源をHigh Elfの文化に基づいて考える歴史的論述である。）

　簡潔に述べるならば、Bosmer諸部族の慣習の発展順序について追跡の及ぶ限りでは、あらゆる面に於いて、その発展順序はAltmerの法律の発達と比較可能であると私は信じる。〔例えば、何れの慣習・法律に於いても、〕奴隷と家畜に対する初期の義務は主に引き渡しに限定されていたが、Sumerset Islesに於けるように、その義務は後に補償になったのである〔※１〕。
　さて、我々の今日の法律を研究するに当たって、これは如何なる重要性を持つものだろうか。我々自身の法律に対するAltmerの法律――とりわけ、主人と召使に関する法律――の影響に関しては、その影響の証拠は、ここ５００年間に記録された全判例に見出される。形ばかりのものであるとしても、我々が依然としてAltmerの判事による論法を今日まで繰り返していることは、すでに明言されてきたことである。そこで、如何にしてAltmerの慣習がDwemerの法廷に受け継がれているかを手短に示してみよう。
　Karndar Watch（Ｐ．Ｄ．１１８０）の諸法では、次のように述べられている。「もしも他者によって所有されている者が自身を所有する者を殺害するならば、その所有者は被害者の仲間に対して、３個の上等なる道具と彼によって所有されている者の死体を支払わねばならない」同様の引用部は、この他にも数多い。そして、これと同一の原理は、centurion〔ロボット〕によって人間が殺害された場合にまで拡張されている。「もしも共有の工作台に於いて人間がAnimunculiによって殺害されるならば、被害者の仲間は、３０日以内に、当該のAnimunculiを分解して部品を取ってもよい」
　Tenmarの森林に生息する未開の獣たちに関してDharkが述べたこと〔を上述〕と比較することは示唆ぶかいものである。「もしも沼地の猫がArgonianによって殺害されるならば、そのArgonianの殺害、あるいは、それに類することによって復讐を果たすまで、その猫の家族は汚名を被ったままである。しかし、更には、もしも沼地の猫が木から落ちて殺害されるならば、その猫の親戚は、その木を倒して枝々を打ち払って、それらを森の至るところに投げ捨てることによって復讐を果たすものである」
　訳注

　※１　自身の所有している奴隷あるいは家畜が他人に危害を加えるならば、初期には被害者〔の仲間〕に対する当該の奴隷あるいは家畜の引き渡し、後には被害に相当する補償が義務になる。
